
令和７年度第２回岸和田市地域公共交通協議会
令和７年10月24日（金）
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資料２- (１) -①

岸和田市交通まちづくりアクションプラン
令和６年度進捗状況

地域公共交通計画編
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＜照会先一覧＞
企画課
自治振興課
総務管財課
生涯学習課
都市整備課
道路整備課
建設管理課
スポーツ振興課
学校管理課
環境保全課
観光課
産業振興課
農林水産課
公営競技事業所
西日本旅客鉄道㈱
南海電気鉄道㈱
南海ウイングバス㈱
岸和田交通㈱
岸和田警察
岸和田土木事務所
平成エンタープライズ

庁内

庁外

【参考資料】
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岸和田市交通まちづくりアクションプラン地域公共交通計画編 目標①の達成状況一覧表

市
民

事
業
者

市

そ
の
他

関
係
機
関

取組 実施計画・目標等

・山手を支える広域連携軸および周
辺地域の整備

【市】
・広域連携軸（泉州山手線）の整備や拠点の形成に合わせ
て、広域交流拠点「山直東」地区東側の整備を進めるため
の「準備組合」を設立

〇
・泉州山手線の整備の進捗とまちづ
くりとの連携
・路線バスの利用促進

・地域拠点、広域交流拠点の形成
【市】
・新拠点交通広場（山直東）の整備の一環として、自転車
駐輪場にスタンドを設置（サイクル＆ライドの促進）

△
・交通広場の有効的な活用および自
転車駐輪場の周知

・路線バスの再編

・ローズバスの再編

・利便性向上に向けたダイヤ改
正

・利便性向上に向けたダイヤ編成
【事業者】
・日中時間帯において、おおよそパターンダイヤを導入

〇

・利用者ニーズに応じた路線再
編の検討・実施

・利用者ニーズに合わせた路線編成
の実施

【市】
・山直線、福田線にて停留所を新設

○ －

・地域間幹線系統、地域内
フィーダー系統の確保・維持

・地域公共交通確保維持改善事業の
活用

【市】【その他関係機関】
・路線の維持負担軽減のため、地域間幹線系統について
岸和田市交通まちづくりアクションプランへの位置付けを
行い、国へ地域公共交通確保維持改善事業を申請。

〇 －

③
ローズバスのダイヤ改
正・利便性向上

〇 〇 ・ローズバスのルート再編
・両廻りルート等の再編に向けた検
討、実施

【市】【事業者】
・ローズバスのルート改正に向け、関係機関と協議を実施

△
・バス停の新設・廃止に伴う各関係
者協議、運行費用、ルートの選定

継続 ★

・交通系ICカード利用による割
引制度の普及促進

・交通系 IC カードの普及促進およ
びバス乗継割引サービスの周知

【市】
・ローズバスパンフレットにて取組みを周知
【事業者】
・交通系ICカード（ICOCA、Pitapa等）の周知宣伝、普
及促進に努める
・Pitapaでの割引サービスを継続

〇
・専用ICカード「なっち」を廃止
・交通系ICカードの縮小傾向
・新たな決済ツールの登場

・利便性の向上に向けたさらな
る決済方法の導入

・現金・交通系ICカード以外の決済
方法の導入・拡大

【事業者】
・クレジットカードでのタッチ決済やQRコード決済等の利
用可能駅を拡大

〇
・将来的な高齢者対策やシステムエ
ラー時対策（バックアップ）の検討・
実施

・先進技術や新たなモビリティ
等の活用に向けた検討

・次世代モビリティ等の導入検討
【市】
・自動運転車両の導入へ向けて、山手地域にて実証運行
を実施

〇

・交通分野と連携する他分野との連
携
・本格実装までの課題解決および導
入・運行費用

・岸和田市スマートシティ構想
との連携

・岸和田市スマートシティ構想の策
定

【市】
・「岸和田市スマートシティ構想」を策定するとともに、産
官学が連携するスマートシティ推進委員会を発足

〇 －

・スマートシティの実現に向け
た取組の推進

・「移動がスムーズなまちづくり」の
実現に向けた取組

【市】
・愛彩ランドにモビリティポートを整備し、バスの運行状況
およびシェアサイクルの貸出情報を発信

〇 －

・他分野との輸送サービスの連
携に向けた検討

・地域主体による生活交通導入支援
の仕組みづくり

【市民】
・地域主体による生活交通の導入マニュアル作成にあた
り、市内２地区（黄金塚、春木大芝）で実験運行を実施

○
・地域主体の生活交通における収支
率の向上

〇：実施又は進捗あり　△：検討または一部進捗あり　─：進捗無し
★：岸和田市総合計画重点目標施策　

〇 〇

〇 〇

基本理念：元気に生活・活動し、安全・快適に移動ができる交通インフラの形成

目標①　多様な世代の移動ニーズに対応した利用しやすい公共交通サービスの提供

施策
重点
施策

今後の
方向性

実施主体

R６年度の取組状況 取組上の課題等
評価

(〇△─)

・広域連携軸の整備や拠点の
形成

・公共交通ネットワークの再編

令和6年度の実施計画

〇 継続 ★

※下記の②を参照

※下記の③を参照

継続

④
バス等の乗り継ぎ利便
性等を高める交通系
ICカードの普及促進

継続

⑤
新たなモビリティサー
ビスの活用に向けた検
討・導入

継続 ★

①
公共交通ネットワーク
の再編

〇

②
路線バスのダイヤ改
正・利便性向上

〇〇〇
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岸和田市交通まちづくりアクションプラン地域公共交通計画編 目標②・③の達成状況一覧表

市
民

事
業
者

市

そ
の
他

関
係
機
関

取組 実施計画・目標等

・駅前広場の整備推進
・JR久米田駅前東側交通広場の整
備推進

【市】
・駅前広場整備推進に向けたJR久米田駅前東側の用地交
渉

〇
・駅前広場の整備に係る合意形成、
および移転先・代替地の確保

・拠点における都市交通施設の
整備

・都市計画道路泉州山手線の道路整
備進捗に合わせた周辺整備整備

【市】
・都市計画道路泉州山手線の延伸に合わせた周辺整備へ
向けて、「岸和田市山直東まちづくり基本構想および基本
計画」を策定

〇 －

・サイクル＆バスライド環境の
整備

・交通結節点及びバス停周辺への駐
輪空間の整備

【市】
・新拠点交通広場（山直東）において、自転車駐輪場にスタ
ンドを設置（R5）

〇

・自転車駐輪場の周知
・交通広場移転先の用地交渉
・新拠点交通広場（山直東）の利用促
進、機能強化

・公共交通案内マップ等の作成 ・ローズバスのバスマップ作製・配布
【市】【事業者】
・ローズバスパンフレットの作製及び配布を実施

〇

・スマートフォンアプリ等による情報
提供の周知

【事業者】
・スマートフォンアプリ等による情報提供（Bus-Vision
for南海バス㈱の活用）の周知を実施（R5）

〇

・バス停でのバス位置情報の提供

【市】【事業者】
・愛彩ランドおよび市民病院にてデジタルサイネージを活
用した情報の提供
【事業者】
・路線バス停留所の時刻表にバスロケーションシステムの
QRコードを掲示（R5）

○

⑧
移動環境におけるバリ
アフリー化の推進

〇 〇 〇
・交通バリアフリー化の取組推
進

・市民が移動しやすい車両導入の検
討

【事業者】
・路線バスへのノンステップバス導入検討の継続
・ユニバーサルデザインタクシー導入にあたり、国へ補助
金の交付申請を実施

△
・ノンステップバスで走行できない
箇所の確認

継続

⑨ 鉄道路線間の連携 〇
・南海本線とJR阪和線間を結
ぶバス路線の機能強化

・利便性向上に向けたダイヤ検討
【事業者】
・お客さまが利用しやすいダイヤの検討・実施

△
・路線再編については、拠点形成等
と連動

継続

〇：実施又は進捗あり　△：検討または一部進捗あり　─：進捗無し
★：岸和田市総合計画重点目標施策　

市
民

事
業
者

市

そ
の
他

関
係
機
関

取組 実施計画・目標等

・都市計画道路泉州山手線の
道路整備による新たな広域連
携軸の機能強化

・都市計画道路泉州山手線の事業推
進

【市】
・境界測量の実施、泉山協議会（３市１町）要望書提出

〇
・境界測量における地図訂正、再立
会、押印取得等

・泉北高速鉄道和泉中央駅から
の延伸促進

・泉北高速鉄道延伸事業化の推進
【市】
・関係機関と協議を継続

〇 －

⑪ 高速バスの利便性向上 〇 ・高速バス路線等の拡充検討 ・他都市とのアクセス機能向上
【事業者】
・岸和田-東京・川崎・横浜駅への高速バス運行中
・四国、北陸方面の高速バスは運休中

△ ・運転手不足 継続

⑫
来訪者にとっても利用
しやすい公共交通情報
の充実

〇 〇 〇
・来訪者も利用可能な企画乗車
券等の導入

・スマートフォン等を活用した乗車券
（モバイルチケット等）の導入

【事業者】
・南海バス、南海ウイングバス全線有効の1日フリーパスを
発売
・令和６年９月からスマートフォンアプリを活用した定期券
の販売を開始

○ ・利用者への周知の継続 継続

〇：実施又は進捗あり　△：検討または一部進捗あり　─：進捗無し
★：岸和田市総合計画重点目標施策　

・スマートフォンアプリ等を活用
した情報提供

令和6年度の実施計画

⑩
都市計画道路泉州山手
線等の道路整備の推進

〇 〇 〇 継続 ★

⑦ 公共交通情報の充実 ・利用者への周知の継続

R６年度の取組状況 取組上の課題等

令和6年度の実施計画

実施主体

継続

評価
(〇△─)

目標③　市内外の交流の活発化による住みやすく、訪れて楽しいまちを支援する公共交通体系の構築

施策

継続 ★

重点
施策

基本理念：元気に生活・活動し、安全・快適に移動ができる交通インフラの形成

実施主体

R６年度の取組状況 取組上の課題等
評価

(〇△─)

〇

〇

目標②　拠点機能向上と持続可能なまちづくりを支援する環境に配慮した公共交通環境の形成

今後の
方向性

重点
施策

今後の
方向性

〇

⑥
交通結節点等の整備等
による乗継の機能強化

〇

施策
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岸和田市交通まちづくりアクションプラン地域公共交通計画編 目標④の達成状況一覧表

市
民

事
業
者

市

そ
の
他

関
係
機
関

取組 実施計画・目標等

・地域主体のあり方検討や交通
手段導入サポート体制の構築

・地域主体による生活交通導入支援
の仕組みづくり

・自発的な公共交通利用の促
進

・ナッジを活用した効果的な公共交
通の利用促進手法の検討

【市】【事業者】
・路線バス無料デーのチラシに効果的な公共交通利用の
情報を掲載

〇 ・効果的な訴求方法の検討

・地域主体による持続可能な地
域バスや乗合タクシー等の導
入検討

・地域住民が主体となった交通シス
テム導入の推進

【市】
・地域主体による生活交通の導入を見据えて、市内２地区
（黄金塚、春木・大芝）で実験運行を実施

〇
・地域に見合った交通モードの検討
・導入するにあたっての事例不足

⑭
バス・タクシー乗務員
の確保・支援

〇 〇 〇
・交通事業者との連携による乗
務員確保の取組

・バス・タクシー乗務員の確保へ向け
た体験会等の実施および免許取得
支援

【事業者】
・南海バスと南海ウイングバスが共同で運転体験会を実
施
・自社ホームページ等で乗務員募集
・普通自動車第二種免許、大型自動車二種免許の取得費
用を会社負担（全額または一部）
【市】
・市ホームページにて南海バス、南海ウイングバス株式会
社の運転体験会案内ページを掲載

〇
・岸和田市以南在住の体験会参加者
が少ない
・行政等の連携による周知活動

継続

〇：実施又は進捗あり　△：検討または一部進捗あり　─：進捗無し
★：岸和田市総合計画重点目標施策　

⑬
地域住民主体による持
続可能な運行を支える
協働の取組

〇 〇 〇 〇 継続 ★

重点
施策

基本理念：元気に生活・活動し、安全・快適に移動ができる交通インフラの形成

評価
(〇△─)

目標④　市民・交通事業者・行政によるつくり・支え合う持続可能な公共交通の整備

施策
今後の
方向性

【市】
施策⑤「新たなモビリティサービスの活用に向けた検討・導入」を参照

R６年度の取組状況

令和6年度の実施計画

取組上の課題等

実施主体


